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１．システム概要のご説明



プロジェクト背景・課題

＜既存の工程管理システムで解決できない課題＞
⚫ 顧客から仕掛状況の問い合わせに回答するのに時間がかかっている。

問い合わせ
仕掛品の
検索

工場内もしくは事務
所まで移動してPCで
仕掛品を検索。
※電話は一旦切る。

工場を探索 回答状況確認

工場内の仕掛品に添付され
ている現品票をクリアファ
イルから取り出し、一つ一
つ調べる。

作業時間
・一日あたり：約１０回
・一回あたり：平均２０分

無駄な作業工数

⚫ 作業が完了した後、品物が次工程に運ばれたのか、運搬待ちで当該工程に
とどまっているのかがわからない。

⚫ 緊急で出荷が必要となる製品（特急品）があったとき、該当する仕掛品を
見つけるのに時間がかかる。



システム概要

受け入れ

位置情報送信

社内・
外出先

ビーコン

アクセス

位置情報送信 位置情報送信

アクセス 顧客

• 位置情報をデータベースで管理

ロットNo 工程 開始

XXXXX 受入 13:00

XXXXX 検査 15:00
・その場で仕掛品の検索

現場
アクセス

情報共有

軸詰め・メッキ処理・検査 払出

クラウドサーバー

・探索機能アプリ
メッセージ・アラームで通知

• 仕掛品の位置情報を確認

• 仕掛品のトレース情報を確認



• 作業の手間をかけずに位置情報の収集を行える。

• 工場内だけでなく、外出先や顧客側からも仕掛品の情報が確認できる。

• 探索機能アプリにより、特急品の探索がしやすくなる。

問い合わせ
仕掛品の
検索 工場を探索 回答状況確認

予想作業時間
・仕掛品の検索：約１分
・仕掛品の探索：約3分

スマートフォンを
使ってその場で仕掛
品を検索。
※電話を切らずにそ
の場で一次回答可能。

スマートフォンアプリで探索を実施。
該当する仕掛品に近づいたらメッ
セージ・アラームで通知。

８０％
削減

システムの特徴

• 既存システムをカスタマイズすることなく、アドオンできる。



２．システムの運用方法紹介



受入工程のスマートデバイス



各工程のスマートデバイス（スマートフォン・ラズベリーパイ）

軸詰め メッキ処理（ラズベリーパイ）

検査
払出 出荷

メッキ待ち（ラズベリーパイ）



受入工程での製品情報登録

製品登録手順

• 「製品情報登録」押下
• カメラ起動
• 現品票、ビーコンのQR
コードを読み込ませる

• 「登録」押下



仕掛品、現品票、ビーコンの紐付け

製品登録後、ビーコンを現品票入れのポケットに入れる
現品票とビーコンは、仕掛品と共に移動する。

ビーコン



システム画面 ライン状況（一覧）



システム画面 ライン状況（詳細）



システム画面 ライン状況（位置確認）



３．探索アプリのデモンストレーション





４．設定目標に対する評価



目標内容 目標値 実証結果 評価 改善要望

仕掛品探索ま
での時間短縮

平均
４分

平均
５．７分

探索アプリを使わ
なかった場合は、
平均１３分
改善率５６．２％
目標値には至らな
かったが、業務の
効率化が図られた

複数同時探索機能
を第二回目の実証
で実装した

企業をまたい
で、顧客側か
らも仕掛品情
報を共有でき
る

業務効
率化
アップ

顧客がWebで
確認できるの
で、問合せ電
話が減った

（顧客評価）
・日本メッキ工業
での受入が解った
・日本メッキ工業
内での仕掛位置が
確認できた
・顧客への戻り時
期が読める

（顧客要望）
特急品の緊急出荷
指示が出来たり、
特急品表示されれ
ばなお良い

設定目標に対する評価



５．導入効果・課題・今後の展開



業務の効率化、生産性の向上

導入の効果

仕掛品工程の見える化による
業務の効率化

作業の手間をかけずに位置情報
の収集を行える

顧客との情報共有

スマートフォンで
仕掛品の探索をサポート

問い合わせ自体が不要となり、
顧客と工場側双方で工数が削減

仕掛品の探索時間削減

既存システムをカスタマイズ
せずアドオンできる

システム導入が容易



課題 内容 改善案

安定性 ⚫ ラズベリーパイで、たま
にビーコンを検知しない、
サーバーに情報送信しな
い事象が発生

⚫ スマートフォンで、古い
Androidバージョン
（5.1.1）だと、ビーコン
を検知しない事象が発生

⚫ ソフトを改善し、安定化
を図る

⚫ 新しいAndroidバージョン
を使用する

探索時間
の短縮

⚫ 探索時間をより短縮する ⚫ 各工程の広さに合わせて、
電波受信強弱設定等の
チューニングを行なう

課題



今後の展開

• 関連企業間で導入することで、企業間で仕掛品のトレースが可能になる。
• 将来的には、柏崎地域で受注から販売まで連携できることを目指す。

＜地域間におけるデータ連携＞

＜商用化＞

• 大量または多品種の仕掛品を自社生産、もしくは外部に発注している工
場へシステムを横展開していきたい。

• 現行システムとWebAPIで連携することも考えていきたい。
• 実証したNTTドコモのIoT技術基盤を活用すれば、セキュアなシステム
への対応も可能となる。

今回実証した技術と経験を踏まえ、
より多くの企業への適用範囲を広げていきたい



ご清聴ありがとうございました


